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ABSTRAK 

 

Yudha Made Putra. 2014. Efektivitas Penerapan Model Pembelajaran ARCS 

Terhadap Keterampilan Berbicara Bahasa Jepang Siswa Kelas XI IPS MAN 13 

Jakarta. Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, Jurusan Bahasa 

Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

 Penggunaan model pembelajaran yang tepat dan efektif merupakan salah 

satu kendala yang sering dialami oleh para guru di dalam menerapkan 

pembelajaran tertentu, tidak terkecuali di dalam pembelajaran bahasa Jepang. Hal 

inilah yang melatarbelakangi penulis untuk mengajarkan bahasa Jepang dengan 

menggunakan model pembelajaran ARCS (Attention, Relevance, Confidence, 

Satisfaction). Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui bagaimana efektivitas 

model pembelajaran ARCS (Attention, Relevance, Confidence, Satisfaction)  

terhadap keterampilan berbicara bahasa Jepang di kelas XI IPS MAN 13 Jakarta. 

Metode yang digunakan dalam penelitian ini adalah true experimental. Populasi 

pada penelitian ini adalah siswa kelas XI MAN 13 Jakarta dan sampel penelitian 

berjumlah 48 orang siswa. 24 siswa sebagai kelas eksperimen dan 24 siswa 

sebagai kelas kontrol. Penelitian dilakukan sebanyak empat kali pertemuan di 

kelas eksperimen dan empat kali pertemuan di kelas kontrol. Instrumen yang 

digunakan dalam penelitian ini berupa tes (pre-test dan post-test) bahasa Jepang 

sebanyak 8 soal. Selain itu, digunakan juga instrumen berupa angket yang berisi 

15 pertanyaan. Berdasarkan hasil pengolahan data, hasil tes keterampilan 

berbicara bahasa Jepang pada kelas eksperimen diperoleh nilai rata-rata 83,54. 

Sedangkan hasil tes kemampuan bahasa Jepang pada kelas kontrol diperoleh nilai 

rata-rata 60,21. Nilai thitung yang diperoleh adalah 9,84 sedangkan nilai ttabel adalah 

2,02 untuk derajat db = 5% dan 2,69 untuk derajat db = 1%. Karena thitung yang 

diperoleh lebih besar dari nilai ttabel, maka terdapat efektivitas terhadap 

penggunaan model pembelajaran ARCS (Attention, Relevance, Confidence, 

Satisfaction) terhadap keterampilan berbicara bahasa Jepang siswa kelas XI IPS 

MAN 13 Jakarta. Hal ini menunjukkan bahwa pengajaran bahasa Jepang dengan 

menggunakan model pembelajaran ARCS (Attention, Relevance, Confidence, 

Satisfaction) lebih efektif dengan nilai rata-rata normalized gain sebesar 0,65 

dibandingkan dengan menggunakan metode ceramah dengan nilai rata-rata 

normalized gain sebesar 0,19.  

Kata Kunci : efektivitas, model pembelajaran ARCS (Attention, Relevance, 

Confidence, Satisfaction), bahasa Jepang 
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ジャカルタ第 13 宗教高校の十一年生の日本語話す技能に 

対する ARCS(Attention, Relevance, Confidence, Satisfaction)の 

モデルの応用効果 

ジャカルタ国立大学 

ユダ マデ プトラ 

Madeputra57@yahoo.co.id 

概要 

A.はじめに 

  

 ジャカルタ第13宗教高校における日本語の学習は講義法を用いた。講義法は 

学習者が つまらなくて、日本語勉強の 動機付けがなくなることができると考え

られた。 

Keller に紹介された ARCS (Attention, Relevance, Confidence, Satisfaction)モデルは 

学習者が 勉強の動機付けが上がるようにできるために、問題解決の 一つのモデ

ルである。そのため、筆者は学習者の動機付けを上げるために、ARCS モデルを

使用し、考察する。 

本研究の問題提起は以下のようである。 

１． ARCS モデルで日本語の学習の過程はどうであるか。 

２． ARCS モデルに与える前後、第 13 宗教高校の十一年生の日本語の話す

技能はどうであるか。 

３． ジャカルタ第 13 宗教高校の十一年生の日本語の話す技能における

ARCS モデルの使用効果はどうであるか。 

４． 日本語の話す技能を上げるために ARCS モデルの使用上における学習

者の反応はどうであるか。 

本研究の目的は四つあり、次のようである。 

１．  ARCS モデルで日本語の学習の過程を知るためである。 

２．  ARCS モデルに与える前後、第 13 宗教高校の十一年生の日本語   

の話す技能知るためである。 
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３．  そして、ジャカルタ第 13 宗教高校の十一年生の日本語の話す技能に

おける ARCS モデルの使用効果を知るためである。 

４．  日本語の話す技能を上げるために ARCS モデルの使用上における学

習者の反応を知るためである。 

Rahayu(2012)は、ARCS 動機付けの経営の策略はインドネシア語学習に講義法

に比べると、もっと効果であると述べている。 

教育界では学習のモデルがたくさんある。その一つは ARCS モデルである。

ARCS モデルの利点はこのようである。 

１． 活発的な指摘や学習者が何をしなければなるまい案内を与える。 

２． 学習者中心とする動機付けになることができるモデルである。 

３．  ARCS モデルの応用はあまり面白くない授業のために動機付けを上げ

ることができる。 

４． より効果名学習方略のために学習者の性質に対する全体的に評価で

ある。 

 

B.研究方法 

 

本研究の対象はジャカルタ第 13 宗教高校の 24 名の十一年生である。実験クラ

スも統制クラスも 24 名である。研究器具はテスト（事前テストと事後テスト）

及びアンケートを用いた。本研究のデータはジャカルタ第 13 宗教高校で 2014 年

9 月から 11 月まで行われた研究結果から取った。 

 

C.研究結果と分析 

  

実験クラスと統制クラスの事後テスト、アンケートを元に、分析した。 

1. 事後テスト結果の分析。 

a. 実験クラスの事後テスト計算結果： 

実験クラスの最大点数は 100 点、最低点数は 70 点、平均点は 83.54 点

である。 
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b. 統制クラスの事後テスト計算結果： 

統制クラスの最大点数は 75 点、最低点数は 47 点、平均点は 60.21 点

である。 

両クラスの計算結果の表 

計算結果 
実験クラスの計

算結果 

統制クラスの計

算結果 

平均点 83,54 60,21 

標準偏差 7,97 8,1 

標準エッラー 1,662 1,689 

 9,84 

>  9,84>2,02 

 

そのテストの結果を見ると、 は 9,84 点で、 は 2,02 点である。 は

より大きいから、Hk が採用
さいよう

されているとなった。ということで、ARCS モデルの

使用上はジャカルタ第 13 宗教高校の十一年生に日本語の話す技能における効果

だという意味である。 

 

2. アンケート結果の分析。 

実験クラスのアンケートの調査に基づいて，次の結果がわかった。 

a. 79,17 % の学習者が「ARCS モデルで学習は 楽しくなると認めてい

る」と答えている。 

b. 79,17 % の学習者が「ARCS モデルで話す技能を上げる」と答えてい

る。 

c. 95,84 % の学習者が「ARCS モデルは 日本語の学習に対する役に立っ

た」と答えている。 

d. 79,17  % の学習者が「ARCS モデルは学習者の動機付けを上げること

ができる」と答えている。 

e. 79,17 % の学習者が「ARCS モデルで授業の要点をもっと理解ができ

る」と答えている。 
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D.おわりに 

 

本稿で明らかになったのは次の点である。 

1. ARCSモデルで学習の際には、学習者は随分活発的に授業に受けている。

教室の中では学習者に例文または学習者が作った会話の文から日本語で

話すために機会を与える。その目的は自信を上げるためである。その前

に、学習者は知りたい感覚を上げるように、言葉のキューをあげられた。

そして学習者は満足の感覚を上げるように、ほめられた。 

2. 実験クラスの事後テストの結果によると、実験クラスの平均点は52,92点

であり、最大点は75点、最低は40点となっていた。事後テストの結果は

、実験クラスの点数は上昇している。平均点は83,54点、最高点は100点、

最低は70点となっている。 

3. t数の結果によって、Hk が採用されることになった。それはt数はt表より

も高い。つまりARCSモデルで教えられる 学習者はARCSモデルで教えられ

るない学習者は違いがあると分かった。 

4. アンケートの結果から、大多数の学習者は ARCS モデルに対しても積極

的な感動を上げることが分かった。 

それなのに、本研究の欠点がある。本研究の欠点が三つあり、次のよう

である。 

１． 研究するの際には、映写機を使用することができなかった。映写機があ

る教室がほかの先生に使用された。 

２． 実験クラスで12時半に勉強し始めるが、学習者は食堂でいるから、学習

の時間が遅くなった。 

３． 実験クラスは快適ではなかった。教室の中に仕切りがあるのに、隣の教

室から騒がしい声が聞こえた。 
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